
矢
野
仁
一
先
生
著
作
要
目

　
　
　
　

軍

　
　

行

　
　

本

東

　

洋

　

歴

　

史

清
朝
史
（
早
稲
田
大
學
講
義
録
の
内
）

北
京
誌
（
共
著
）

現
代
支
那
研
究

近
代
支
那
論

近
代
蒙
古
史
研
究

近
代
支
那
史

近
代
支
那
の
政
治
及
び
文
化

支
那
近
代
外
國
関
係
研
究

滞
洲
に
お
け
る
我
が
特
殊
視
盆

近
世
支
那
外
交
史

國
民
東
洋
史
大
綱

咳

　

原
（
歌
集
）

倆
洲
國
歴
史

帝
國
教
育
會

早
稲
田
大
學
出
版
部

博

　

文

　

館

弘

　

文

　

堂

弘

　

文

　

堂

弘

　

文

　

堂

弘

　

文

　

堂

イ
デ
ア
書
院

弘

　

文

　

堂

弘

　

文

　

堂

弘

　

文

　

堂

目
黒
書
店

自

　

家
版

目
黒
書
店

明
治
三
七
年

明
治
三
八
年

明
治
四
一
年

大
正
十
二
年

大
正
十
四
年

大
正
十
五
年

昭
和

　

三
年

昭
和

　

五
年

昭
和

昭
和

八
年

九
年
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清
代
の
満
洲
（
世
界
歴
史
大
系
十
一

　

朝
鮮
薇
洲
史
の
内
）

現
代
支
那
概
論
―
動
か
ざ
る
支
那

現
代
支
那
概
論
－
動
く
支
那

日
清
役
後
支
那
外
交
史

東
洋
史
大
綱

長
崎
市
史
－
通
交
貿
易
編

　

東
洋
諸
國
部

ア
ヘ
ソ
戦
争
と
香
港
－
支
那
外
交
史
と
イ
ギ
リ
ス
ー

ア
ロ
ー
戦
孚
と
圓
明
園
－
支
那
外
交
史
と
イ
ギ
リ
ス
ニ

満
洲
史
（
全
ア
ジ
ア
の
歴
史
大
系
の
内
）

東
亜
百
年
小
史
（
新
東
亜
讃
本
の
内
）

支
那
の
歴
史
と
文
化
（
ア
ジ
ア
歴
史
叢
書
一
の
内
）

満
洲
の
今
昔
（
ア
ジ
ア
歴
史
叢
書
三
の
内
）

近
代
西
蔵
史
研
究
（
東
洋
史
講
座
十
五
の
内
）

満
洲
近
代
史

支
那
の
吐
會
と
経
済
（
ア
ジ
ア
歴
史
叢
書
二
の
内
）

清
朝
末
史
研
究

大
東
亜
史
の
構
想

惜
春
賦
（
歌
集
）

研
史
鯨
詠
抄
（
歌
集
）

平

　

凡

　

吐

目
黒
書
店

目
黒
書
店

東
方
文
化
學
院
京
都
研
究
所

目
黒
書
店

長
崎
市
役
所

弘

　

文

　

堂

弘

　

文

　

堂

平

　

凡

　

牡

内
閣
情
報
部

目
黒
書
店

目
黒
書
店

雄
山
閣

弘

　

文

　

堂

目
黒
書
店

大
和
書
院

目
黒
書
店

自

　

家

　

版

自

　

家

　

版

昭
和

　

十
年

昭
和
十
一
年

昭
和
十
二
年

昭
和
十
三
年

昭
和
十
四
年

昭
和
十
六
年

昭
和
十
七
年

昭
和
十
九
年

昭
和
三
四
年
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燕
洛
附
記

古
中
國
と
新
中
國
（
カ
ル
ピ
ス
文
化
叢
書
四
）

中
國
人
民
革
命
史
論

　
　
　
　
　

論

　
　
　
　
　

文

支
那
人
民
の
排
外
的
精
紳
、
殊
に
基
督
教
に
對
す
る
嫌
悪
の
情
は
竟
に
麦
移
す
る
の
途
な

　

き
乎

北
京
の
天
主
教
（
上
）

　

（
幽
里
人
の
筆
名
）

北
京
の
天
主
教
（
中
）

　

（
下
）

　

（
幽
里
人
の
筆
名
）

燕
京
風
塵
録

　

一

　

四
川
管
と
明
末
の
女
勝
軍
秦
良
玉
（
迷
羊
生
の
筆
名
）

燕
京
風
塵
録

　

二

　

法
源
寺
（
迷
羊
生
の
筆
名
）

燕
京
風
塵
録

　

三

　

廣
東
義
園
と
袁
崇
煥
の
墓
守

　

四

　

金
山
の
明
景
帝
陵

　

五

　

回
妃

　

と
望
家
棲

　

六

　

被
楷
胡
同
の
于
忠
蕭
（
忠
節
）
祠

　

七

　

｛
Ｉ
ク
ス
と
高
廟
（
普
済
寺
）

　

八

　

西
山
麓
の
石
碕
と
香
山
の
健
勝
雲
梯
管

　

九

　

露
國
公
使
館
の
今
昔
（
俄
羅
斯
館
、

　

會
同
館
）

　

（
迷
羊
生
の
筆
名
）

葡
萄
牙
の
對
支
那
闘
係
及
漢
門
境
界
問
題
（
上
）

　

（
下
の
Ｉ
）

　

（
幽
里
人
の
筆
名
）

辛
亥
愛
胤
小
史
（
一
）

　

（
幽
里
人
の
筆
名
）

辛
亥
革
命
史
論
序
説
（
忙
中
閑
人
の
筆
名
）

北
京
の
露
國
公
使
館
に
就
い
て
（
丁
二
）

自

　

家

　

版

ヵ
↑
匹
ス
食
品
工
業
株
式

力
乱
乙
匹
ス
食
品
工
業
株
式

外
交
時
報
五
－
五
五

燕
塵
一
－
一

燕
塵
ニ
ー
ー
・
五

燕
塵
ニ
ー
五

燕
塵
ニ
ー
六

燕
塵
三
－
四
・
五

燕
塵
三
－
六
・
七

燕
塵
四
―
一
〇

燕
塵
四
―
一
〇

騒
文
六
丿
九
・
十

昭
和
三
八
年

昭
和
四
十
年

明
治
三
五
年

明
治
四
一
年

明
治
四
二
年

明
治
四
三
年

明
治
四
四
年

大
正

　

四
年

-
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支
那
近
時
の
帝
政
論

支
那
に
お
け
る
天
主
教
の
保
護
権
に
就
て

支
那
時
局
に
對
す
る
第
三
説
―
内
藤
・
吉
野
雨
博
士
の
支
那
時
局
私
見
を
讃
む

松
花
江
の
航
行
権
（
上
・
下
）

蒙
古
問
題
（
一
？
十
二
）

阿
片
戦
争
の
貝
因
、
明
清
時
代
の
Ｍ
ａ
ｃ
ａ
ｏ

　

に
就
い
て
（
講
演
要
旨
）

茶
の
歴
史
に
就
て

支
那
に
於
け
る
近
世
火
器
の
傅
来
に
就
て
（
上
・
下
）

鴉
片
ト
銀
（
上
）

支
那
浪
人
論

支
那
開
税
改
正
問
題
の
研
究
（
一
ヽ
ぐ
五
）

明
時
代
に
於
け
る
マ
カ
オ
の
貿
易
と
其
繁
築
に
就
て

支
那
に
お
け
る
西
洋
學
（
上
・
下
）

葡
萄
牙
の
了
Ｒ
-
ｋ
植
民
地
の
起
源
（
上
・
下
）

明
の
萬
暦
時
代
日

人
の
マ
ヵ

日
清
戦
９
　
前
後
の
露
・
佛
・
猫

　

租
借
の
負
相
に
就
て
（
上
・

新
支
那
國
際
管
理

読就露本

下三才

支
那
の
開
國
（
講
演
要
旨
）

葡
萄
牙
人
支
那
渡
爽
顛
末
（
丁
二
二
后

　
　

♂

　
　

一

　
　
　
　

ｉ

　

ｆ

　
　

ｒ

駆
逐
に
就
て

｀Ｊ國

　

干

．渉

と
列
國
の
特
権
拠
棄

中
央
公
論
三
十
―
十
一

史
林
一
－
一

外
交
時
報
二
三
－
二
七
九

外
交
時
報
二
四
１
二
八
一
丁

　

二
八
三

外
交
時
報
二
四
―
二
八
〇
、
ぐ

　

二
九
一

史
學
雑
誌
二
七
－
五

績
史
的
研
究

史
林
ニ
ー
三
・
四

東
亜
経
済
研
究
一
―
一

外
交
時
報
二
五
―
二
九
四

外
交
時
報
二
六
１
三
〇
四
？

　

三
〇
八

史
林
三
－
四

支
那
學
一
ｉ
三
・
四

史
林
五
―
一
・
二

史
林
六
－
一

、
所
謂
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
密
約
及
び
露
國
の
旅
大

外
交
時
報
三
三
丿
三
九
三
・

　

三
九
四

大
正

　

五
年

大
正

　

六
年

大
正
大
正

七
年

九
年

大
正

　

十
年

外
交
時
報
三
四
－
四
〇
四

史
學
難
誌
三
二
－
十
一

東
亜
経
済
研
究
五
上
丁
四

　
　

大
正
十
一
年
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満
・
蒙
・
蔵
は
支
那
本
爽
の
領
土
に
非
ず

支
那
の
開
國
に
就
て

支
那
の
土
司
に
就
て

戊
戌
の
麦
法
及
び
政
愛
（
上
・
中
・
下
）

清
初
の
直
隷
侵
略
戦
に
就
て

香
山
麓
の
石
綱
と
金
山
の
明
景
帝
陵
（
明
の
荊
遼
督
師
袁
崇
煥
・
女
賂
軍
秦
良
玉
）

葡
萄
牙
人
支
那
渡
来
顛
末
（
四
・
五
・
六
）

ま
か
お
ノ
開
閉
ト
劃
境
問
題
二
就
テ

華
府
會
議
の
賓
せ
る
支
那
の
利
盆
と
不
利
盆

支
那
は
國
に
非
る
論

蒙
古
に
於
け
る
露
西
亜
と
支
那
（
一
？
四
）

支
那
の
國
家
及
祀
會

蒙
古
の
猫
立
及
び
猫
立
後
の
露
支
関
係
（
一
）

葡
萄
牙
人
支
那
渡
爽
顛
末
（
七
・
八
・
補
遺
）

遼
東
回
収
論
の
論
理

葡
萄
牙
マ
カ
オ
殖
民
地
に
開
す
る
研
究

支
那
の
中
心
問
題

蒙
古
の
濁
立
及
び
濁
立
後
の
露
支
閲
係
（
二
？
五
）

三
國
干
渉
か
ら
露
西
亜
の
旅
大
租
借
ま
で
（
再
び
）

外
交
時
報
三
五
Ｉ
’
四
一
二

史
學
雑
誌
三
三
－
五

支
那
學
三
－
三

史
林
八
－
一
？
三

歴
史
と
地
理
九
一
三

歴
史
と
地
理
九
－
四

東
亜
経
済
研
究
六
ｉ
二
？
四

東
亜
経
済
研
究
六
－
ニ

外
交
時
報
三
五
－
四
一
六

外
交
時
報
三
五
Ｉ
四
一
七

外
交
時
報
三
六
Ｉ
四
二
四
。

　

四
二
六
ヽ
ぐ
四
二
八

太
陽
二
八
－
十
一

外
交
時
報
三
六
ｉ
四
三
五

東
亜
経
済
研
究
七
－
一
？
三

　
　

大
正
十
二
年

外
交
時
報
三
七
－
四
三
六

外
交
時
報
三
七
－
四
三
九

外
交
時
報
三
七
Ｉ
四
四
二

外
交
時
報
三
七
－
四
三
七
ヽ
ぐ

　

四
四
四

外
交
時
報
三
八
－
四
五
一

一四－



西
蔵
問
題
（
丁
二
）

清
代
支
那
の
領
土
及
文
化
に
就
て

豪
湾
に
於
け
る
總
督
政
治
三
十
年
の
治
績
に
就
い
て

漢
人
の
蒙
地
開
墾
に
就
い
て
（
上
・
下
）

支
那
の
記
録
よ
り
見
た
る
長
崎
貿
易
に
就
い
て
（
講
演
）

蒙
古
に
於
け
る
喇
腕
教
信
仰
の
起
源
に
就
い
て
（
上
・
下
）

支
那
土
匪
論

支
那
の
帝
政
と
支
那
の
文
化

支
那
の
此
會
の
固
定
性

支
那
の
共
和
政
治
の
成
立
及
び
建
設

南
京
條
約
以
前
の
治
外
法
権
問
題
に
就
い
て
（
上
・
下
）

支
那
／
記
録
カ
ラ
見
タ
長
崎
貿
易
（
上
・
中
・
下
）

共
和
政
治
の
精
紳
的
破
屋

外
蒙
古
最
近
の
形
勢
を
論
ず

支
那
の
排
外
運
動
と
日
本
の
對
策

支
那
に
於
け
る
鴉
片
問
題
の
起
因
を
論
ず

清
朝
の
諸
叛
気
と
支
那
叛
胤
の
性
質

清
朝
盛
時
ノ
平
和
ト
文
運

英
吉
利
の
日
支
初
期
貿
易
開
係
（
上
）

　

外
四交
五時
九報
三
八
－
四
五
四
・

太
陽
二
九
―
十
一

國
家
學
會
難
誌
三
八
－
九

史
林
九
―
三
・
四

史
林
九
－
四

歴
史
と
地
理
十
四
―
四
・
五

外
交
時
報
三
九
－
四
五
八

経
済
論
叢
二
〇
一
一

経
済
論
叢
二
〇
Ｉ
ニ

経
済
論
叢
二
〇
－
三

経
済
論
叢
二
Ｉ
Ｉ
三
・
四

東
亜
経
済
研
究
九
ｉ
一
？
三

外
交
時
報
四
一
－
四
八
二

外
交
時
報
四
二
－
四
九
四

外
交
時
報
四
二
－
五
〇
〇

経
済
論
叢
二
二
―
五

史
林
十
一
－
ニ

東
亜
経
済
研
究
十
－
一

東
亜
経
済
研
究
十
－
四

大
正
十
三
年

大
正
十
四
年

大
正
十
五
年
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嘉
慶
時
代
の
艇
盗
の
胤
に
就
い
て

白
蓮
敦
の
乱
に
就
い
て

清
朝
の
満
洲
支
配
と
支
那
人
移
住

支
那
の
共
和
政
は
帝
政
の
遺
物

近
代
諸
外
國
と
の
関
係
に
依
っ
て
支
那
に
生
じ
た
影
響
を
論
ず

支
那
時
局
の
重
大
と
日
本
の
好
意
政
策
の
限
界

徳
川
時
代
に
於
け
る
長
崎
の
支
那
貿
易
に
就
い
て
（
丁
二
）

支
那
の
帝
政
と
共
和
制

義
和
拳
匪
乱
の
真
相
に
つ
き
て
（
附
要
旨
）

寛
永
貞
享
時
代
の
長
崎
の
支
那
貿
易
（
上
・
下
）

英
吉
利
の
日
支
初
期
貿
易
関
係
（
下
）

長
崎
貿
易
時
代
初
期
の
糸
割
符
法
に
就
い
て

三
脆
九
叩
頭
の
鐙
に
就
い
て

長
崎
貿
易
に
於
け
る
銅
及
び
銀
の
支
那
輸
出
に
就
い
て
（
上
・
下
）

支
那
の
國
民
主
義
革
命
の
成
敗
に
関
す
る
歴
史
的
批
剣

貞
享
以
後
の
長
崎
の
支
那
貿
易
に
就
い
て
（
上
・
下
）

黄
爵
滋
及
び
林
則
徐
の
鴉
片
奏
議
に
就
い
て

緬
旬
の
支
那
に
對
す
る
朝
貢
関
係
に
就
い
て

永
原
寛
永
時
代
の
長
崎
の
支
那
貿
易
に
就
い
て

歴
史
と
地
理
十
八
１
二

内
藤
博
士
還
暦
睨
賀
支
那
學

　

論
叢

支
那
十
七
―
三

外
交
時
報
四
三
－
五
ご
Ｉ

外
交
時
報
四
四
－
五
二
二

経
済
論
叢
二
四
－
四

経
済
論
叢
二
五
－
五
エ
ハ

啓
明
會
第
二
一
回
講
演
集

史
學
雑
誌
三
八
－
六
・
九

史
學
雑
誌
三
八
－
十
・
十
一

東
亜
経
済
研
究
十
一
－
一

東
亜
経
済
研
究
十
一
―
四

昭
和

　

二
年

狩
四
教
授
還
暦
記
念
支
那
學

　
　

昭
和

　

三
年

　

―
叢

経
済
論
叢
二
六
－
一
・
二

経
済
論
叢
二
六
丿
五

経
済
論
叢
二
七
－
五
こ
ハ

高
瀬
博
士
還
暦
記
念
支
那
學

　

論
叢

東
洋
學
報
十
七
－
一

東
亜
経
済
研
究
十
二
－
一

昭
和

　

四
年
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長
崎
貿
易
最
隆
盛
期
時
期
の
支
那
輸
入
貨
物
に
就
い
て

支
那
内
限
の
惨
禰
と
國
民
革
命
の
成
否

日
本
の
満
洲
に
於
け
る
特
殊
地
位

イ
ギ
リ
ス
の
支
那
派
遣
使
節
ア
マ
ー
ス
ト
（
Ｌ
ｏ
ｒ
ｄ
　
Ａ
ｍ
ｈ
ｅ
ｒ
ｓ
ｔ
）
の
使
命
失
敗
に
就
い
て

ロ
シ
ア
の
毛
皮
貿
易
及
び
そ
の
支
那
・
日
本
と
の
闘
係

西
暦
十
七
・
八
世
紀
間
、
イ
そ
ハ
ニ
ア
及
び
士
フ
ソ
ダ
の
支
那
貿
易
に
就
い
て

ア
ヘ
ソ
戦
孚
の
責
任
を
論
ず

ろ
Ｉ
る
ち
や
ア
ロ
ー
琥
は
イ
ギ
リ
７
　
船
か

　

ア
ロ
ー
琥
事
件
は
イ
ギ
リ
７
　
國
旗
の
侮
辱
か

支
那
の
領
土
権
・
宗
主
権
の
喪
失
及
び
減
退
－
パ
ミ
ル
（
粕
米
爾
）
及
び
カ
ソ
ジ
ュ
ー
ト

　
　

（
炊
旦
提
）
に
於
け
る

十
九
世
紀
末
の
露
支
紛
争
（
上
・
下
）
－
リ
ッ
ヂ
ヤ
條
約
か
ら
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
條
約
ま
で

日
本
の
満
洲
に
於
け
る
歴
史
上
の
地
位
を
論
ず

或
豊
八
年
匹
Ｊ
ｙ
八
の
天
津
條
約
と
上
海
税
率
會
議
の
貝
相
に
就
い
て

フ
ラ
ン
ス
の
支
那
に
お
け
る
天
主
教
保
護
横
附
・
ド
イ
ツ
の
南
部
山
東
保
護
権
に
就
い
て

満
洲
問
題
と
幣
原
外
交

満
蒙
に
於
け
る
日
本
の
正
常
な
地
位

満
洲
に
於
け
る
日
支
の
貝
関
係

日
本
の
満
洲
に
於
け
る
歴
史
上
の
地
位

歴
史
上
よ
り
見
た
る
満
洲

近
代
満
洲
歴
史
序
説

東
亜
経
済
研
究
十
二
Ｉ
二

外
交
時
報
四
八
Ｉ
五
六
六

外
交
時
報
四
八
－
五
七
二

史
林
十
四
－
三

東
亜
経
済
研
究
十
三
ｉ
一

東
亜
経
済
研
究
十
三
－
三

外
交
時
報
五
一
－
五
九
〇

外
交
時
報
五
三
ｉ
六
〇
二

外
交
時
報
五
五
－
六
一
四

外
交

　

六
東
亜

時
報
五
五
丿
六
一
七
・

一
九
三
－
一

東
亜
経
済
研
究
十
四
―
一

東
亜
経
済
研
究
十
四
－
ニ

外
交
時
報
六
〇
－
六
四
四

外
交
時
報
六
〇
ｉ
六
四
四

外
交
時
報
六
〇
ｊ
六
四
五

中
央
公
論
四
六
－
十
一

懐
徳
十

東
亜
経
済
研
究
十
六
－
一

昭
和

　

五
年

昭
和

　

六
年

昭
和

　

七
年

52



滞
蒜
４
　
腿
の
核
心
を
論
じ
て
其
の
解
決
策
に
及
ぶ

王
道
政
治
論

満
洲
に
お
け
る
支
那
人
の
人
口
と
支
那
文
化
に
つ
い
て

三
國
干
渉
と
支
那
の
外
國
援
助
要
求
（
「
二
」

満
洲
國
の
将
来
を
論
ず

義
和
拳
匪
乱
と
露
西
亜
の
満
洲
占
領
に
つ
い
て

支
那
の
漫
疆
問
題

三
國
干
渉
と
支
那
の
外
力
要
求
（
三
・
四
）

再
び
外
交
文
書
の
公
刊
を
望
む

北
支
那
の
自
治
と
其
の
翌
展
性

満
洲
某
高
官
に
復
し
て
帝
位
縫
承
法
を
論
ず
る
書

三
國
干
渉
後
の
露
西
亜
と
満
洲
－
露
西
亜
の
日
本
の
遼
東
還
附
條
約
干
渉
か
ら
露
清
秘
密

　

條
約
ま
で

正
徳
新
例
前
の
長
崎
の
支
那
貿
易
と
正
徳
新
例
事
情
（
上
・
中
）

日
支
関
係
の
歴
史
的
回
顧
と
展
望

支
那
側
露
西
亜
側
史
料
よ
り
見
た
る
清
季
外
交
史
上
の
二
、
三
の
事
賞
に
つ
い
て

　

（
要
旨
）
三
國
谷
宏
（
記
）

支
那
側
露
西
亜
側
史
料
よ
り
見
た
る
清
季
外
交
史
上
の
二
、
三
の
事
貢
に
つ
い
て

　

（
要
旨
）
三
國
谷
宏
（
記
）

正
徳
新
例
前
の
長
崎
の
支
那
貿
易
と
正
徳
新
例
事
情
（
下
）

清
朝
の
對
蒙
政
策
論

日
支
交
渉
史
上
の
諸
問
題

外
交
時
報
六
一
Ｉ
六
五
〇

東
亜
六
－
十
二

東
亜
経
済
研
究
十
七
－
一

外
交
時
報
六
八
－
六
九
二
。

　

六
九
三

支
那
二
四
丿
十

東
亜
経
済
研
究
十
八
－
一

東
亜
経
済
研
究
十
八
―
三

外
交
時
報
六
九
ト
六
九
八
。

　

六
九
九

外
交
時
報
七
三
－
七
二
二

外
交
時
報
七
七
ｉ
七
四
六

漢
學
論
叢
一

東
亜
経
済
研
究
二
〇
―
一

東
亜
経
済
研
究
二
〇
－
三
。

　

四
東
京
商
業
會
議
所
報
六

東
洋
史
研
究
ニ
ー
ニ

東
方
學
報
（
京
都
）
八

東
亜
経
済
研
究
二
Ｉ
Ｉ
一

地
友
會
雑
誌
二

史
學
研
究
九
－
三

昭
和

　

八
年

昭
和

　

九
年

昭
和

　

十
年

昭
和
十
一
年

昭
和
十
二
年

昭
和
十
三
年

Ｓ-



日
支
関
係
上
の
若
干
の
重
要
事
賓
に
つ
い
て

徳
川
時
代
後
期
に
お
け
る
長
崎
の
支
那
貿
易
（
上
・
下
）

内
外
蒙
古
の
問
題

東
洋
史
よ
り
観
た
る
支
那
事
晰
の
意
義

日
支
雨
國
の
交
通
と
今
次
事
腱
の
意
義

支
那
人
の
日
本
敵
國
思
想
と
日
本
人
の
反
省

満
洲
に
絡
む
日
露
の
史
的
食
縁

東
亜
百
年
小
史

東
亜
の
再
認
識

蒙
古
の
過
去
と
勝
来

ロ
シ
ア
の
朝
鮮
進
出
と
日
清
戦
争
の
意
義

日
支
文
化
の
交
流

蒙
古
に
お
け
る
喇
端
教
起
原

日
支
外
交
史
論
（
政
治
・
軍
事
篇
一
）

西
蔵
問
題
と
英
の
對
西
蔵
政
策
（
政
治
・
軍
人
篇
三
）

東
亜
新
秩
序
建
設
と
新
國
民
政
府
の
翌
展
性

北
京
・
庫
倫
・
恰
克
圖
・
粗
魯
蓋
圖
の
ロ
シ
ア
支
那
貿
易

鴉
片
戦
争
後
の
支
那

愛
渾
條
約
一
北
京
條
約
の
研
究

東
亜
経
済
研
究
二
二
－
一

東
亜
経
済
研
究
二
二
－
三
・

四蒙
古
學
三

歴
史
教
育
十
三
－
三

文
部
時
報
六
四
〇

外
交
時
報
八
九
－
八
一
八

外
交
時
報
九
二
丿
八
三
六

内
閣
情
報
部
週
報
一
二
九

支
那
三
〇
－
十
一

東
洋
史
研
究
四
－
四
・
五

東
亜
経
済
研
究
二
三
Ｉ
六

文
蓼
春
秋
十
七
丿
十
一

密
教
研
究
七
一

ア
ジ
ア
問
題
講
座
一

ア
ジ
ア
問
題
講
座
三

経
済
論
叢
五
一
－
ニ

東
亜
経
済
研
究
二
四
－
三

興
亜
叢
書
四

東
亜
経
済
研
究
二
五
－
五

昭
和
十
四
年

昭
和
十
五
年

昭
和
十
六
年
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近
代
支
那
の
政
治
動
向

満
洲
問
題
を
饒
る
日
露
支
近
代
関
係

支
那
文
化
の
性
格

日
本
人
町
と
徳
川
の
鎖
國
政
策

中
國
に
お
け
る
共
産
主
義
の
成
功
に
つ
い
て
の
ト
イ
ン
ビ
ー
教
授
の
歴
史
観
（
上
・
下
）

　

（
後
に
中
國
革
命
史
論
に
附
載
）

中
國
人
民
革
命
史
論

　

（
首
章
）
國
民
寞
第
一
次
全
國
代
表
大
會
宣
言

愛
革
期
中
國
・
朝
鮮
≒
ベ
ト
ナ
ム
の
歴
史
的
展
開
と
蹄
趨

理
由
（
わ
け
）
の
わ
か
ら
ぬ
中
共
の
文
化
革
命
Ｉ
私
の
六
つ
の
疑
問
―
―

　
　
　
　
　

雑

　
　
　
　
　
　

録

英
國
旗
は
支
那
に
不
正
に
願
ら
な
か
っ
た
か
日
－
ア
ヘ
ソ
戦
孚
の
不
正
義

英
國
旗
は
支
那
に
不
正
に
願
ら
な
か
っ
た
か
口
Ｉ
ア
ヘ
ソ
賠
償
金
二
重
取
り

英
國
旗
は
支
那
に
不
正
に
願
ら
な
か
っ
た
か
臼
－
ア
ロ
ー
戦
争
の
不
正
義

英
國
旗
は
支
那
に
不
正
に
願
ら
な
か
っ
た
か
斡
Ｉ
圓
明
園
の
掠
奪
焼
飯

英
國
旗
は
支
那
に
不
正
に
顔
ら
な
か
っ
た
か
㈲
－
香
港
獲
得
の
不
営

内
藤
儒
輔
著
「
朝
鮮
史
研
究
」
序

私
の
東
大
時
代
の
思
い
出
（
後
に
燕
洛
間
記
に
附
録
）

北
京
時
代
の
思
い
出

　

（
後
に
燕
洛
間
記
に
附
録
）

新
膿
制
國
民
講
座
四

日
本
諸
學
振
興
委
員
會
研
究

報
告
特
輯
四
編
（
歴
史
學
）

學
海
一
Ｉ
六

學
海
一
Ｉ
七

岡
山
史
學
五
？
七

集
刊
東
洋
學
三

季
刊
東
亜
五

月
刊
共
産
圈
問
題
十
三
丿
八

昭
和
十
七
年

昭
和
十
九
年

昭
和
三
五
年

昭
和
四
三
年

大
阪
朝
日
新
聞
七
月
一
九
日

　
　

昭
和
十
四
年

大
阪
朝
日
新
聞
七
月
二
十
日

大
阪
朝
日
新
聞
七
月
二
二
日

大
阪
朝
日
新
聞
七
月
二
三
日

大
阪
朝
日
新
聞
七
月
二
四
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
三
六
年

以
文
五

冊
府
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六
十
年
の
思
い
出
（
座
談
會
）

新
村
出
君
の
死
を
悼
む

新
村
君
の
思
い
出

清
朝
滅
亡
前
夜
の
北
京

私
の
私
立
米
渫
中
學
校
時
代
の
敷
々
の
思
い
出
と
感
想

演
田
耕
作
君
の
偉
大
な
る
業
績

東
ア
ジ
ア
歴
史
旅
行

歌
十
三
首

東
方
學
二
八

大
阪
毎
日
新
聞
八
月
六
日

倉
敷
新
聞
八
月
二
五
日

高
梁
川
二
二

興
譲
館
同
窓
會
誌

古
代
學
十
六
―
ニ
？
四

昭
和
三
九
年

昭
和
四
二
年

昭
和
四
三
年

昭
和
四
四
年

皿
皿
ほ
座
世
界
歴
史
第
九
巻

　
　

昭
和
四
五
年

青
汁
（
同
會
雑
誌
）

一必－


